



  Alla fine degli anni 60 del secolo scorso, quando a Napoli la gloriosa tradizione della 
Canzone napoletana sembrava essere giunta al limite della sua feconda produzione, 
emergevano due filoni per il rinnovamento della sonorità partenopea: il ritorno ai ritmi primitivi 
tramite la Black music degli Showmen e Napoli Centrale, e la rivalutazione di quella musica 
precedente al periodo d’oro della suddetta tradizione nell’ambito della folk music delle compag-
nie NCCP (Nuova Compagnia di Canto Popolare) e Musica Nova. Pur utilizzando le matrici 
globali dell’epoca come R&B e folk music, nelle loro attività si rafforzavano la volontà e la cosci-
enza per il superamento del mito e della tradizione della Canzone napoletana. È questo che li 


























語に翻訳して歌われ，アメリカのビルボードヒットチャートで 1 位を獲得，グラミー賞を 3 部門
受賞し，エド・サリバン・ショーとカーネギーホールの単独公演という大成功を収めた。その 2





















































う。イタリアのレコード販売枚数は，1956 年には 950 万枚（SP740 万枚，LP120 万枚，シング
ル 310 万枚）に過ぎなかったが，1958 年には 1680 万枚（SP490 万枚，LP130 万枚，シングル
1040 万枚）になり，わずか 2 年で，とりわけシングルレコードの販売枚数が 3 倍以上にまで伸
びている 6）。
　イタリアのレコード産業の歴史に詳しいマリオ・デ・ルイージは，《ヴォラーレ》以降のイタ






















いた 1964 年のフィレンツェが最後となった 8）。
　1963 年に誕生した中道左派政権が，義務教育年齢を 14 歳に引き上げたこともあり，60 年代は
また，イタリアの大学入学者数が爆発的に増加した時代でもあった。1950 年に 2 万人だった大




































カロソーネが活躍したナポリ市内の「クラブ」は，50 年代，60 年代を通じて，NATO の兵士で
湧き返り，ナポリはどこよりもアメリカ音楽の影響を受けた。そしてミラノで，歴史的なロック

























より正確には，ナポリの場合は連合軍が入城した 1943 年 10 月 1 日以降，そのさらに北側のセコ
ンディリアーノが米兵の居留地とされたため，ピシーノラとミアーノには多くの連合軍兵士が街
路にたむろし，地元の女性たちと交流した。そして 1945 年，ピシーノラとミアーノで，米兵を
父に持つ私生児が 2 人誕生した。1 月 6 日，ミアーノで生まれたジェームズ・セネーゼと，4 月



































ら声がかかり，1967 年 3 月に，結成からわずか 3 か月にしてメジャーデビューが決まった。最
初のシングルは，後にウェザー・リポートのリーダーとなるジョー・ザヴィヌルの《マーシー・
マーシー・マーシー》をイタリア語でカバーした《信じて，僕を信じて》Credi, credi in me で
あった。




「イタリア 1 周」が終わると，最後に全体を通しての 1 位が，再び投票によって行われるのだ 17）。
有名歌手による「ジーロ A」と若手の「ジーロ B」に分かれ，ショウメンはジーロ B に参加し
た。ショウメンの《1 時間でいいから》は全ての町で 1 位に輝き，最終審査でも 1 位を獲得し，
イタリア中が同曲を歌って，シングルは 50 万枚のセールスを記録した。今やナポリだけでなく，
イタリア中の若者を熱狂させるバンドとなったショウメンは，1969 年にアルバム『ザ・ショウ
メン』を発売する。アルバムの売り上げは 100 万枚を超え，この年のベストセールスの 1 枚とし
て話題を呼んだ。
　彼らのファーストアルバム『ザ・ショウメン』には 12 の楽曲が収録されているが，うち 4 曲
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がアメリカの R&B のカバーで（さらに上述の《信じて，僕を信じて》の他にも，《それじゃ，
今決めてくれ》Allora deciditi ora や《栄光と，富と，君と》Gloria, ricchezza e te も外国曲をイタ
リア語で歌ったカバー曲），ムゼッラはそれらを英語の原詩で歌唱している。その中には，ジャ
ニス・ジョプリンが歌ってヒットした《心のかけら》Piece of my heart もあるが，そのほかは全


























































だ／カタリー》Che m’hè fatto ／ Catarì がそれである。A 面の《なんてことをしてくれたんだ》




























らのバックを務め，70 年代以降のイタリア音楽を語る上で重要な人物の 1 人に，ナポリ出身の
パーカッショニスト，トニ・エスポージトがいる。そんな，ナポリのロックやジャズを熟知して


















































































































































　NCCP は 1968 年 7 月 27 日，サレルノで行われたフォーク・フェスティバルにおいて，初めて
公の場で演奏をしている。その間，メンバーの入れ替わりが激しかったが，当初の 3 人は固定メ
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コンサートというよりも演劇に近づいていた。18 世紀の喜劇『ゼーザの歌』Canzone di Zeza を
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披露したのだが，それは，プルチネッラとその妻トッラ，トッラの母ゼーザ，そして貴族のペッ
ケセッケという 4 人の登場人物からなる音楽劇であった。同年の演劇シーズン，NCCP は 17 世


















































































1 ） Carosone（2000），p. 83. カロソーネはまた，雑誌「オッジ」のインタビューに答えて，飽き
られていない絶頂期のまま，美しい去り際を迎えたかったのだと語っている。
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6 ） De Luigi（2008）, pp. 21-22.
7 ） Ibid., pp. 22-23.
8 ） サンレモ音楽祭ではこの時期以降，ロックンロールを取り入れた曲が目立ってくる。つまりは，
ロックンロールが大衆化して，「革命的」な音楽であることをやめたということである。
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17）Cfr. De Carlo e Triviani （2017）.
18）Aymone （2005）, p. 30.
19）D’Errico （2015）, p. 18.
20）ディ・ジャコモとマリオ・コスタのコンビには，他に《それは五月》もあり，カンツォーネ・
ナポレターナの黄金時代を飾った名曲を数多く生み出している。




1979 年 10 月に急逝したマリオ・ムゼッラに捧げている。また同アルバムにはジェームズ・セ
ネーゼもサックスで参加している。
24）ナポリ・チェントラーレの楽曲の歌詞は，セネーゼのイメージをデル・プレーテが歌詞に書き







26）1967年に関しては異論がないが，それ以上の正確な日付は不明とされている。Pesce （2018）, p. 18.
27）Pesce （2018）, p. 25.
28）Ibid., p. 55.
29）NCCP 結成の 1967 年には，リヴィング・シアターがナポリ公演を行い，『フランケンシュタイ
ン』，『アンティゴネー』，『パラダイス・ナウ』を上演しているが，デ・シモーネは熱心に劇場
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